
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香 川 県 
特定外来生物 
防除指針 ヌートリア 

防除に取り組むべき外来種 

■特定外来生物ヌートリア（ Myocastor coypus ）の最新の分布状況を把握・情報共有し、県内での定着および
分布拡大の阻止を行い、被害の低減化及び生息域の縮小を図り、長期的な目標として、県内からヌートリアの完
全排除を目指す。 

■侵入監視地域①： 主な繁殖地となっている島嶼部。 

■侵入監視地域②： 生息が確認された沿岸部などの水辺環境。 

侵入監視計画/発生状況 

目 標 

国：緊急対策外来種 

世界ﾜｰｽﾄ 100 
  日本ﾜｰｽﾄ 100 

県：緊急対策外来種 

■原 産 地：南米 
■侵入経緯：毛皮用として 1940 年ごろ移入された
種が野生化した。 

■中国地方で生息していた個体が河川で流下して
流れ着き、分布を広げたと考えられる。 

 

裏面をご覧ください 防除対策 予防対策 生活史・被害対策 

生息場所 

原産地域：南アメリカ 
 
本州 中国地方で生息 
    
島嶼部（小豆島地域、丸亀市など）に限定的に分布 
 
・近年、坂出市東部沿海岸に侵入が確認された。 
・そのほか、丸亀市、三豊市でも過去に発見事例がある。 

■環境:： 流れの緩やかな河川・湖、ため池、水路脇などの水際に好んで生息する。 

■繁茂した植生に営巣する。 

■水生生物の捕食により、生態系への影響を及ぼす。 

■土を掘ってトンネル状の巣穴を掘る習性があり、水田の畦に穴を開けたり、土手や堤防の決壊にもつながる懸念がある。 

■水稲や野菜などの農作物への被害のほか、網やネットを食い破る被害も出ている。 
 

被害内容 

■形態 
・ネズミ目ヌートリア科の大型げっ歯類。 
・体長：40~60cm。 
・オレンジ色した大きな前歯を持ち、後足に水かき、尾は円筒状 
で水生生活に適す。 

・痕跡として、足跡のほか、5cm程度のウインナー状の糞も目印 
となる。 

  
■生態 
・基本的には夜行性であるが、昼間の活動も観察されている。 
・食性：草食性だが、貝や魚を食べることもある。 
・繁殖：年に２～３回出産する。 

 

■形態 
・ネズミ目ヌートリア科の大型げっ歯類。 
・体長：40~60cm。 
・オレンジ色した大きな前歯を持ち、後足に水かき、尾は円筒状 
で水生生活に適す。 

・痕跡として、足跡のほか、5cm程度のウインナー状の糞も目印 
となる。 

  

特 徴 

新たな分布域拡大拠点の早期発見を図る。 

■場所：  島嶼部／小豆島、豊島、直島、本島、広島、手島、小手島 
本土部／坂出市王越町 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防除対策 

予防対策 

➊ 防除したエリアの重点的な見回り活動 

❷ 防除したエリア周辺の見回りの呼びかけ → 地域での周知を通した協力依頼など 

発行／香川県環境森林部みどり保全課 企画・編集／特定非営利活動法人みんなでつくる自然史博物館・香川 

■見つけた場合には、市町または 

県みどり保全課にお問い合わせください。 

  
《連絡先》 
香川県環境森林部 みどり保全課 
電話：０８７－８３２－３２２７ 
E-mail：midorihozen@pref.kagawa.lg.jp 

 

■早期発見 

■早期防除 

生 活 史 

■最新の分布状況の情報の取り扱い 

・県と各市町の担当者、防除従事者等とで相互連絡し、情報共有する。 

被害対策 

❶調査 

・現在の生息等情報などの知見に基づき、可能な限り詳細な生息及び被害状況の調査を行い、効果的な防除に役立てる。  
❷捕獲 

・原則として、箱わなにより、防除従事者が捕獲とする。 
  ※捕獲効率は非繁殖期（夏）には低下し、繁殖期となる9月～5月に高い。 

使用する捕獲用具 箱わなとする。なお、箱わなごとに箱わな標識を装着する。 

誘 引 餌 ヌートリア等を可能な限り選択的に捕獲し得る餌を選定する。 

見 回 り 捕獲又は錯誤捕獲されていないか、わな設置場所を1日1回以上巡視する。 

捕 獲 体 制 
計画的で効果的な捕獲を実施するため、地区ごとに地域の実情に精通した狩猟免許所持者を構
成員として含む捕獲体制を整備する。 

防 除 従 事 者 

防除従事者は、原則として鳥獣法に基づくわな猟免許を有するものとする。ただし、狩猟免許
を有しない被害農家等で、適切な捕獲と安全に関する知識及び技術を有していると認められる
者(香川県等が実施する適切な捕獲と安全に関する知識及び技術についての講習会を受講した
者)、特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律施行規則第 2 条第 12 項に
規定する地方公共団体の職員についても防除従事者に含むことができる。  

❸モニタリング 
・防除の結果を次回の防除に反映するため、防除従事者は捕獲実績を記録し、市町捕獲状況集計により、結果をとりま 
とめ、県に情報提供するものとする。  
❹周知 
・防除を実施する際には、事前に地域住民等への周知を図るものとする。  
➎処分方法 
・捕獲した個体はできる限り苦痛を与えない方法により殺処分し、廃棄物として適切に処理する。 
・なお、捕獲個体について、学術研究、展示、教育その他公益上の必要があると認められる目的で譲り受ける旨の求め 
があった場合は、外来生物法第5条第1項に基づく飼養等の許可を得ている者で、特定外来生物を適法に取り扱う 
ことができる者に譲り渡すことができる。 

 
■関係法令の遵守 
・外来生物法で特定外来生物に指定され、飼育や保管、譲渡、運搬、野に放つなどは全て禁止されています。 

 

■繁殖期には数頭の群れで生活している。 
 
■季節を問わず繁殖する周年繁殖だが、 
出産は春と秋が多い。胎児数：平均5頭 

 
■雄は移動性が強いが、雌は定住性である。 

２年目以降～10年

妊娠期間 生後成熟に要する期間 寿命

約130日 ６～７ヶ月 10年程度

１年


